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産 業 文 教 常 任 委 員 会 記 録 

 

１ 委員会を開催した年月日、場所及び時間 

 令和７年１２月１５日（月曜日） 議会第１委員会室 

  午後１時３０分 開議  午後２時１分 閉議 

 

２ 出欠委員の氏名 

委 員 長  川 口 雅 登（〇） 

副委員長   備 後 克 則（○） 

委  員  稲 安   保（〇） 

  〃    岡 本 佐 市（〇） 

  〃    北 川 真知子（○） 

〃    酒 井 一 人（〇） 

〃    新 田 義 昭（〇） 

 

３ 傍聴した者  なし 

 

４ 出席した説明員 

岸市長、川口副市長、八島教育長、前田産業建設部長、山本農林水産課長、寺井商工

観光課長、野崎危機管理監、田中上下水道課長、西野生活安全課参事、岩本上下水道

課参事、中島教育次長、関軒企画振興室長、西村生涯学習課長、牧山文化財課長、廣

島スポーツ推進室長   ※市長はあいさつ後、退室する。 

 

５ 出席した事務局職員 

事務局長 木村 繁成、係長 澤田 朋子 

 

６ 会議に付した議件 

別紙付託表のとおり 

 

７ 会議の概要 

川口委員長のあいさつにより会議を開く。以後、進行も行う。 

次に、岸市長からあいさつがなされ、その後、退室する。 

次に、議案付託表および報告表に基づき、執行部から説明を聴取し、質疑がなされる。 

終了後、採決に入り、議案２件は全会一致で可決する。 

次に、付託案件以外の委員会所管事項についての質問・答弁がなされる。 

次に、委員会における継続調査の申し出を議長に提出すること、併せて、委員会報告 

については、委員長に一任することを決定する。最後に、川口委員長が閉会のあいさ

つをし、会議を閉じる。 

 

８ 主な質問・応答等 

【付託案件等に対する主な質疑・答弁】 
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北川委員：勤労者総合福祉センターの指定管理料について、物価高や人件費の上昇は反

映されているのか。指定管理期間中に物価が上がり続けた場合の対応はどう

するのか。また、スライド制を導入してはどうか。 
寺井商工観光課長：契約には物価上昇等を考慮して検討していく。5 年契約であるが経

済状況によっては見直しもあり得る。スライド制については検討する。 
酒井委員：勤労者総合福祉センターの今年の利用状況についてお聞きする。 
寺井商工観光課長：体育館や会議室などの利用者は前年より増加し、4 月から 10 月で約

400 人増えているが、使用料収入は大きく変わっていない。 
 

【付託案件以外のその他に対する主な質問・応答】 
 
新田委員：シルバー人材センターに関し、スクールバス運転手の高齢化と人材確保が懸

念される。定年とされる 75 歳の考え方について見解を求める。 
川口副市長：シルバー会員数は減少しており、運転は安全面から 75 歳程度を目安にし

ていると考えられる。市としてはまずシルバーに依頼したいが、確保が難し

ければ民間委託も含め、スクールバス運行の確保を図る考えである。 
八島教育長：運転手の平均年齢は 70 歳で、最長で 73 歳であり、75 歳が一つの目安と

認識している。運転手確保はシルバーに依頼しているが、1 台につき 2 人配

置する必要があり確保が難しい。不足分は会計年度任用職員として学校用務

員兼務で配置しており、今後、統廃合が進めば民間委託も考えられる。 
川口委員長：西北台地区には、何台のバスを確保しているのか。 
八島教育長：新規に１台を追加し、合計３台である。 
備後副委員長：年末に多発している特殊詐欺や SNS 詐欺について、市内で高額被害も

出ている現状を踏まえ、市の認識を問う。 
寺井商工観光課長：点検商法やネット通販詐欺が増加しており、市として情報発信や注

意喚起を行っている。羽咋署管内の今年の被害状況として、特殊詐欺は 55
件・被害額 7,700 万円、SNS 型詐欺は７件・被害額 1 億 2,300 万円に上る。 

稲安委員：昨日の震度４の地震について、市内での被害はなかったのか。 
野崎危機管理監：白鷺公園で１件と上下水道関係で陥没の被害があった。 
前田産業建設部長：白鷺公園は地震ではなく強風によりネットがめくれた被害であり、

既に対応中である。 
北川委員：セブンイレブン近くの宅地造成について、造成後の排水が長者川に流れ込み、

越水の恐れがあるのではないかという不安の声があるが大丈夫なのか。 
前田産業建設部長：造成地では浸透型側溝を設置し、外部に排水が流れ出ない構造で開

発を進める予定である。 
稲安委員：県道 2 号羽咋七尾線の猫の目付近で、車道側の縁石に土砂が堆積し、草木も

生えて危険な状態である。市から県へ対応を要望していただきたい。 
前田産業建設部長：現地を確認したうえで、県土木事務所に要望を伝える。 
北川委員：災害公営住宅について、整備予定の 70 戸に対する申込状況をお聞きする。 
前田産業建設部長：申込期限は今月 25 日であり、現時点でおよそ 50 件の申込みがある。 
 
 
 
 
 



令和７年第８回定例会議案付託表

産業文教常任委員会

番号 議案番号 議　　　　　　　　　件

１ 議案第７１号 羽咋市立学校設置条例の一部改正について

２ 議案第７６号 羽咋勤労者総合福祉センターの指定管理者の指定について

令和７年第８回定例会議案報告表

産業文教常任委員会

番号 議 案 番 号 議　　　　　　　　　件

１ 報告第３２号 損害賠償額の決定の専決処分の報告について
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